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　　　　理学療法士，リハビリテーションエンジニアに
より講義およびウレタンフォームの加工（クッ
ション等）実習も行う．

講　師（所属）：工藤俊輔（秋田大学），木元　稔（秋田県立
医療療育センター），北出貴則（誠佑記念病院），飯島　
浩（横浜リハセンター）

受講費：20,000 円
問い合わせ先：メールにてお願いします．
　　秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻理学療法学
講座　工藤俊輔　kudon221@hs.akita－u.ac.jp

「姿勢保持の評価とその技術」理学療
法士講習会（応用編）

日　時：2013 年 9 月 21 日～22 日
会　場：秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻（秋田

県秋田市本道 1－1－1）
主　催：日本理学療法士協会
内　容：障害児（者）・高齢者にかかわる姿勢保持の評価

とその技術を学習し，理学療法の向上を図る．
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参加費：一般 7,000 円，学生 1,000 円（日本理学療法士協
会員 5,000 円，8 月 31 日までの申し込み 5,000 
円）

応募方法：パソコンからの E－mail でのみの申し込みと
なります（携帯からの申し込みはご遠慮ください）．
申し込み時，氏名（フリガナ），勤務先名（所属，職
種，勤務先住所，Tel，Fax，メールアドレス），会員
番号，経験年数を記入のうえ，申し込みをよろしく
お願い致します．

一般演題：同時に一般演題も募集します（抄録 800 字程
度）．下記のメールまで申し込みください．

参加応募締切：2013 年 9 月 13 日（金）
問い合せ先：植草学園大学保健医療学部（〒264－0007　
千葉県千葉市若葉区小倉町 1639－3）　松田雅弘

　　Tel 043－239－2593（直通）
　　E－mail：t－matsuda@ uekusa.ac.jp

東京臨床理学療法研究会
第 14 回研究会

テーマ：「運動のイメージと理学療法」
日　時：2013 年 9 月 28 日（土）（受付：9：30～）
会　場：首都大学東京荒川キャンパス講堂（東京都荒川

区東尾久 7－2－10）
対　象：理学療法士，作業療法士，学生
プログラム：特別講演「運動イメージと脊髄神経機能」

鈴木俊明（関西医療大学大学院保健医療学研究
科），「歩行の視覚運動制御」樋口貴広（首都大学
東京大学院人間健康科学研究科）／ショートレ
ビュー「リハビリテーションロボティクスの動
向」万治淳史（埼玉みさと総合リハビリテーショ
ン病院）他

認定単位：専門理学療法認定ポイント取得可能（予定）
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定　員：理学療法士 30 名，作業療法士 30 名，言語聴覚
士 10 名（各地区，計 140 名）

受講費：40,000 円
申し込み方法：厚生労働省から都道府県知事宛に送付さ
れた文書が各施設に配布されます（6 月下旬予定）の
でそちらを参照ください．

申し込み先：（公財）医療研修推進財団
　　〒105－0001　東京都港区虎ノ門 1－22－14　ミツヤ

虎ノ門ビル 4 階
　　Tel 03－3501－6592
締　切：2013 年 8 月 5 日（月）（当日消印有効）
＊会場については，変更の可能性があります．
＊授業は月～土曜日まであります．
＊期間中の欠席は認められませんので，ご注意ください．
＊宿泊施設は，各自で手配してください．斡旋はしてい
ません．

第 40 回理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士養成施設等教員講習会

開催期間・会場：�1 　大阪地区　2013 年 11 月 11 日
（月）～12 月 6 日（金）・大阪行岡医療大学（大阪府茨
木市総持寺 1－1－41），�2 　東京地区　2014 年 1 月 14 
日（火）～2 月 7 日（金）・日本理学療法士協会田町カ
ンファレンスルーム（東京都港区芝浦 3－5－39），専
門学校社会医学技術学院（東京都小金井市中町 2－
22－32），日本リハビリテーション専門学校（東京都
豊島区高田 3－6－18）

申し込み資格：�1 　理学療法士については，理学療法士の
免許を有し，養成校教員の場合は 5 年以上，臨床実
習指導者の場合は 3 年以上の業務経験者．�2 　本講習
会終了後も，理学療法士・作業療法士・言語聴覚士
の教育（養成校・臨床）に従事しようとする方．
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　　「骨の性差」，実習「未成人骨の観察とスケッチ」「骨
の観察とスケッチ」，特論「人類進化」，�5 　講義・骨
の鑑定「法医学における人骨」「考古学における人
骨」，実習「骨の観察とスケッチ」

対　象：薬学，獣医学，生物学，考古学，体育学，美術
を専攻する学生および卒業生，看護，リハビリ
テーション，その他の医療系大学，専門学校の
学生および卒業生／医学部，歯学部出身者，教
員，その他骨学に興味をもつ人

講　師：日本全国からの招聘講師と新潟医療福祉大学の
教員約 10 名

人　数：60 名まで（部分参加も可としますが，全日程参
加者を優先します）

費　用：参加費（教材費含む）全日程 一般 10,000 円 学
生 5,000 円（スケッチブック，筆記用具は各自持
参）

申し込み方法：以下の内容を E メールにて，takashi－
nara@nuhw.ac.jp に送信してください．�1 　氏名，
�2 　連絡先（住所，電話番号，E－mail），�3 　所属，
�4 　参加希望日（午前・午後）

申し込み締切：8 月 10 日（水）（先着順）
問い合わせ先：〒950－3198　新潟県新潟市北区島見町 

1398
　　新潟医療福祉大学医療技術学部　奈良貴史
　　E－mail　takashi－nara@nuhw.ac.jp
　　Tel & Fax　025－257－4444
　　http:／／www.nuhw.ac.jp

第 1 回新潟医療福祉大学・夏期骨
学セミナー

期　間：2013 年 8 月 26 日（月）から 30 日（金）までの 5 
日間

会　場：新潟医療福祉大学解剖学実習室（新潟県新潟市
北区島見町 1398）

目　的：医学，歯学，人類学，考古学などでは，人骨に
関する知識が極めて重要であり，時には鑑定な
どの特殊技能も必要になります．また理科，体
育，美術などの教育現場においても，人間の体，
特に骨を理解することの重要性が認識されてい
ます．本研修は，骨学や骨鑑定の技術を学びた
いすべての人を対象に，専門知識を持ったス
タッフが講義と実習を行い，広く社会教育・生
涯教育への貢献を図るものです．

内　容：骨格標本を用いた骨学講義と実習［骨学の基本
（骨の基本構造，病理学的所見）・骨の鑑定（成
長，年齢，性差，集団差）・法医学，考古学にお
ける人骨］

スケジュール（予定）：�1 　講義・骨の基本構造「骨格の概
要」「脊柱と椎骨，胸郭」，実習「骨を並べる」「骨の
観察とスケッチ」，�2 　講義・骨の基本構造「上肢骨，
関節と運動」「下肢骨，関節と運動」，実習「骨の観
察とスケッチ」，�3 　講義・骨の基本構造「頭蓋」「歯」，
実習「骨の観察とスケッチ」「歯の観察とスケッチ」，
特論「歯の人類学」，�4 　講義・骨の鑑定「骨の成長」

2026/09/24 12:41:52



　P 　T ジャーナル・第 47 巻第 7 号・2013 年 7 月　658 

せら知お

　9 月 15 日（日）提言「電動移動機器を用いて子どもた
ちの動きを引き出す～エンジニアの立場から・理学
療法士の立場から～」安田寿彦（滋賀県立大学工学部
機械システム工学科），高塩純一（びわこ学園医療福
祉センター草津）／LIFE 経過報告　報告者：榎勢
道彦（大阪発達総合療育センター），中　徹（鈴鹿医療
科学大学）／継続課題　話題提供 1．呼吸をテーマと
した内容を予定，2．姿勢ケアをテーマとした内容
を予定

定　員：セミナー 200 名，レセプション 100 名（会員先
行応募期間あり）

参加費：セミナー 10,000 円，レセプション 6,000 円
応　募：7 月 1 日～21 日（一般応募期間）
応募方法：6 月 1 日より研究会ホームページ（http:／／

jusin－pt.net／）にて案内
問い合わせ先：第 5 回重症心身障害理学療法研究会セ
ミナー事務局（四天王寺福祉事業団四天王寺和らぎ
苑内　〒584－0082 大阪府富田林市向陽台 1 丁目 3 
番地 21 号）　担当：岡田雄一　

　　E－mail：yawaragi. ryouhoushi@ gmail.com

第 5 回重症心身障害理学療法研究
会セミナー

テーマ：動く
主　催：重症心身障害理学療法研究会
日　時：2013 年 9 月 14 日（土）12：30～16：40，9 月 15 

日（日）9：10～15：30
　　　　※1 日目は 11 時 00 分から機器展示・体験を

行います
場　所：大阪社会福祉指導センター 5F　多目的ホール

（大阪府大阪市中央区谷町 7 丁目 4－15）
プログラム：9 月 14 日（土）提言「動きの誕生～身体外

協応構造～」熊谷晋一郎（東京大学先端科学技術研究
センター），司会：花井丈夫（横浜療育医療セン
ター）／シンポジウム「“動く”を考える」熊谷晋一郎
（東京大学先端科学技術研究センター），篠原　勇（京
都府立与謝の海支援学校），松本茂樹（大阪発達総合
療育センター），辻　清張（福井県こども療育センター），
コーディネーター：中　徹（鈴鹿医療科学大学）／機
器展示・体験「SPIDER／電動車いす等」（両日）
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